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５　

月　

臨　

時　

会

　

第
440
回
市
議
会
臨
時
会
が
、令

和
２
年
５
月
22
日
に
開
か
れ
、市
長

提
出
議
案
８
件
を
審
議
し
た
結
果
、

令
和
２
年
度
白
石
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
は
修

正
可
決
、そ
れ
以
外
の
議
案
に
つ
い

て
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
内
容
と
審
議
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る    

　
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
３
号
）

　
（
白
石
市
市
税
条
例
等
の
一
部   

　
を
改
正
す
る
条
例
）　   

承　
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る   

　
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
４
号
）

 

（
白
石
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例   

　
の一部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
承　
認

　

こ
の
２
条
例
は
、令
和
２
年
３
月

31
日
に
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る



























































　
　 

修
正
動
議
と
は
？

　

定
例
会
・
臨
時
会
で
は
、市
長
か

ら
議
案（
条
例
・
予
算
な
ど
）が
提

出
さ
れ
、本
会
議
や
予
算
審
査
特

別
委
員
会・常
任
委
員
会
な
ど
で
審

査
し
、議
決
を
行
い
ま
す
が
、議
員

（
委
員
）は
議
案
の
内
容
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
て
議
案
を
修
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
案
の
修
正
を
行
う
場
合
は
、そ

の
議
案
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い

て
、修
正
案
を
添
え
た「
修
正
動
議
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
５
号
）

 （
令
和
元
年
度
白
石
市一般
会
計
補

　
正
予
算
）　　
　
　

  　

 

承　
認

  

主
な
内
容
は
、財
政
調
整
基
金
の

積
立
金
な
ど
を
増
額
す
る
一
方
、事

業
費
確
定
に
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
費
や
地
方
道
路
整
備

事
業
費
な
ど
を
減
額
し
た
も
の
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る   

　
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
６
号
）

 

（
令
和
元
年
度
白
石
市
国
民
健
康

　
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
承　
認

　

主
な
内
容
は
、予
備
費
を
増
額

す
る
一
方
、出
産
育
児
一
時
金
、特
定

健
康
診
査
等
事
業
費
を
減
額
し
た

も
の
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る   

　
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
７
号
）

 

（
令
和
元
年
度
白
石
市
介
護
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
承　
認

  

主
な
内
容
は
、介
護
保
険
災
害
臨

時
特
例
補
助
金
の
額
の
確
定
に
よ

り
、国
庫
補
助
金
を
増
額
す
る
と
と

も
に
、財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

減
額
し
た
も
の
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る   

　
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
８
号
）

 

（
令
和
元
年
度
白
石
市
下
水
道
事

　
業
会
計
補
正
予
算
）　   

承　
認

　

主
な
内
容
は
、収
益
的
収
入
及

び
資
本
的
収
入
に
お
い
て
、他
会
計

補
助
金
を
減
額
し
た
も
の
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る   

　
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
９
号
）

 

（
令
和
２
年
度
白
石
市一般
会
計
補

　
正
予
算
）　　
　
　
　

   

承　
認

　

主
な
内
容
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、特
別
定
額
給
付
金
事
業
、子
育

て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

業
に
要
す
る
費
用
を
増
額
す
る
一

方
、予
備
費
を
減
額
し
た
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
白
石
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
修
正
可
決

　

主
な
内
容
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
、令

和
元
年
台
風
19
号
関
連
の
緊
急
浚

渫
工
事
費
な
ど
、１
億
７
千
835
万
２

千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。こ
の

う
ち
公
立
刈
田
綜
合
病
院
経
営
形

態
調
査
委
託
料
330
万
円
に
つ
い
て

は
、削
除
す
る
修
正
動
議
が
沼
倉

啓
介
議
員
及
び
伊
藤
勝
美
議
員
の

発
議
に
よ
り
提
出
さ
れ
、提
案
理
由

説
明
の
後
、質
疑・討
論
を
経
て
、採

決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
修
正
動
議

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
当
局
の
提
案
理
由
】

　

公
立
刈
田
綜
合
病
院
は
、経
営

形
態
の
議
論
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
が
、経
営
改
善
は
必
要
で

あ
り
、こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
病

院
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
の
検
討
・
調
査
は
必

要
と
考
え
る
。

　

そ
の
一つ
の
方
策
と
し
て
、86
・７

％
の
負
担
割
合
を
持
つ
本
市
が
当

事
者
意
識
を
持
ち
、率
先
し
て
経
営

形
態
の
調
査
を
実
施
し
て
い
き
た

い
こ
と
か
ら
、今
回
、予
算
を
計
上

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
修
正
動
議
の
提
案
理
由
】

　

公
立
刈
田
綜
合
病
院
は
、白
石

市
・
蔵
王
町
・
七
ケ
宿
町
で
構
成
さ

れ
る
白
石
市
外
二
町
組
合
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、国
の
重
点
支
援
区
域

と
し
て
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
と

の
連
携
も
進
ん
で
い
る
。

　

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、白
石
市

外
二
町
組
合
議
会
で
議
論
す
る
こ

と
で
、本
市
の
予
算
に
同
病
院
の
経

営
形
態
調
査
委
託
料
を
計
上
す
る

こ
と
は
法
に
反
し
な
い
と
し
て
も

越
権
行
為
に
あ
た
り
、今
後
の
連
携

協
議
へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
。

　

経
営
形
態
の
議
論
は
、白
石
市

外
二
町
組
合
の
組
織
決
定
事
項
と

し
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、修
正
動
議
を
提
出
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
【
討
論
】　
反
対　
佐
久
間
儀
郎

　
　
　
　
　
賛
成　
髙
子　
秀
明

　
　
　
　
　
　
　
　
平
間　
知 

一

し
ゅ
ん

せ
つ


